
ダム復旧事例整理 整理番号

参考資料：「羽鳥ダム災害復旧調査実施設計業務報告書」(H24.3,東北農政局)

１．施設概要（基本諸元）

※諸元・写真は日本ダム協会HPより引用

37.1m/169.5m/318千m
3

27,321千m
3
/25,951千m

3

東北農政局

　-/1956

２．被災の状況（メカニズム）

（1）被災日時

○ 2011(H23)年3月11日14:46　東北地方太平洋沖地震(M9.0)

(2)被災の概要

○ 天端アスファルトの開口クラック ○ 堤体下流法面の開口クラック

○ 上流パラペット目地の開き ○ 堤体上流法面（連結ブロック）の割れ

着工/竣工

⑧羽鳥ダム

項　目 諸　　元

ダム名 羽鳥(はとり)ダム

所在地
（河川名称)

福島県岩瀬郡天栄村大字羽鳥
（阿武隈川水系鶴沼川）

目的/形式 かんがい／アースダム

堤高/堤頂長/堤体積

総貯水容量/有効貯水量

ダム事業者
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑧羽鳥ダム

二
次

調
査

位
置

平
面

図
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑧羽鳥ダム

(3)被災のメカニズム

３．復旧工法の検討

＜復旧方針＞

○

＜撤去範囲の決定＞

○

堤体天端上流部のパラペット構造を撤去し、地震動に対する安定性の向上を図る方針
とする。

堤体の撤去範囲は、被災状況調査で確認した「天端クラックの到達深度」、「脆弱部の下
端深度」、「下流法面のクラック分布範囲」と施工上の制限（再盛土との接続施工を考
慮）から、次図の形状とする。

ダム天端の被災メカニズムについて、地震による過去の被災事例を考慮し、下記のよう
に推定。

①天端が大きく揺すられたことによる引張力により開口クラックが発生
②上流パラペットと堤体(土)の応答特性(慣性力)の違いによってパラペット部が破損
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑧羽鳥ダム

復旧工における撤去範囲と撤去形状

○ パラペット撤去後の形状として、下図に示すように上流側を1:2.5勾配の復旧を行い、不
足する堤頂幅確保のための下流腹付け盛土を行う計画とした。
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑧羽鳥ダム

＜復旧工断面の安定性評価＞

・ダム設計基準に基づく安定計算（震度法kh=0.15)によりすべり安全率Fs≧1.2を確保す
ることを確認。
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑧羽鳥ダム

＜施工手順＞
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑧羽鳥ダム
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑧羽鳥ダム
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ダム復旧事例整理 整理番号

参考資料：「大柿ダム復旧再生計画調査業務報告書」(H26.3,東北農政局)

１．施設概要（基本諸元）

※諸元・写真は日本ダム協会HPより引用

84.5m/262m/1,756千m
3

19,500千m
3
/17,300千m

3

東北農政局

 1972/1988

２．被災の状況（メカニズム）

（1）被災日時

○ 2011(H23)年3月11日14:46　東北地方太平洋沖地震(M9.0)

(2)被災の概要

　1)堤体

○

○ 天端部：上下流地覆の上流側への変位

○ 上流法面部：法面の凹部、池敷側への変位

○ 下流法面部：EL.133m小段～堤趾部水平凸部

調査は1次調査（目視）、2次調査（テストピット開削、土質試験等）と段階的に実施。

天端部：上流地覆脇の開口クラック、ダム軸付近の開口クラック、下流地覆脇の開口ク
ラック、雁行状クラック

着工/竣工

⑨大柿ダム

項　目 諸　　元

ダム名 大柿(おおがき)ダム

所在地
（河川名称)

福島県双葉郡浪江町大字室原
（請戸川水系請戸川）

目的/形式 かんがい／ロックフィルダム

堤高/堤頂長/堤体積

総貯水容量/有効貯水量

ダム事業者
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム

一次調査（概略目視）結果

130



ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム

３．復旧工法の検討

＜復旧方針＞

○

＜撤去範囲の決定＞

○ 復旧工における堤体の撤去範囲は次のとおりとする。

復旧工における撤去範囲と撤去形状

＜復旧工標準断面の決定＞

○ 堤体表面形状の決定

①被災高は現況コア面（EL.173.4m)からHmax=2.9mを確認。

②撤去復旧高は余裕約0.5mを考え、現況コア面から3.4m下がり(EL.170.0m)とする。

③余盛を含めた天端高は本体施工時と同じEL.174.5mとする。

④フィルターゾーンはコア高まで高くする。

⑤コア余盛部形状は鉛直(現況）→1:0.17に変更する。

○ 復旧材料の決定

a.コアゾーン

b.フィルターゾーン

　・購入材を盛立。

c.トランジション、ロックゾーン

　・細粒化により本堤掘削材は再利用不可。購入ロック材(Gmax=400mm)による一体的に盛立。

d.リップラップゾーン

　・本堤掘削材を再利用。

復旧工は、ダム天端部は天端クラック深度＋コーン貫入不可深度までを掘削除去し、再
盛土を行い、上流斜面は法面保護層（玉石、裏込材、斜面平行盛土）を全面撤去し、購
入砕石による盛土を行い、地震動に対する安定性の向上を図る方針とする。

・確認されているクラック確認範囲を見ると上流地覆脇クラック分布深度が最も広く、他
のクラックも網羅する範囲となっていることから、これを撤去範囲とする。

・天端アスファルト剥ぎ取り後にクラック状況を確認し、最大クラック開口位置において開
口調査を行い、クラック深を確認していることから、開削調査における最大クラック到達
標高(EL.170.5m)から余裕(0.5m)を見込みEL.170mを撤去標高とする。

　・本堤掘削材を再利用。不足材は購入ローム材に礫をブレンドし、コアゾーン上部を盛立。
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム

復旧計画断面図
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム

＜施工手順＞
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑨大柿ダム
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